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Ｂの角度を何というか。

入射角と反射角は等しいという法則。

鏡にうつっている物体。

空気とガラスなど、異なる物体の境界面で光が折れ曲がって進む現象。

Ｃの角度を何というか。

光が空気からガラスに進むとき入射角（　　　）屈折角となる。

太陽や電灯のようにみずから光を出すもの。

光がまっすぐ進むことを光の（　　　　）という。

光が物体にあたり、跳ね返ることを光の（　　　）という。

鏡に反射する前の光を（　　　　　）という。

反射した後の光を（　　　）という。

Ａの角度を何というか。

光がガラスから空気に進むとき入射角（　　　　）屈折角となる。

光が屈折せずに水面全部反射して空気中には出てこない現象。

Ａ

ＢＡ

目標時間

10分1.光の性質

単元3 身近な物理現象

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

Ｃ

□ （1）

□ （2）

□ （3）

□ （4）

□ （5）

□ （6）

□ （7）

□ （8）

□ （9） 光源装置がレンズの焦点距離の2倍の位置のとき、どんな像ができるか。

□ （10）光源装置がレンズの焦点距離と2倍の距離の間にあるとき、どんな像ができるか。

□ （11）光源装置がレンズの焦点の位置にあるとき、どんな像ができるか。

□ （12）光源装置がレンズの焦点距離よりも近くにあるとき、どんな像ができるか。

像はできない

光源よりも大きな同じ向きの虚像

焦点

直進

平行
上下・左右ともに逆向きの実像で、光源
よりも小さい。

上下・左右ともに逆向きの実像で、光源
と同じ大きさ。

上下・左右ともに逆向きの実像で、光源
よりも大きい。

焦点

焦点距離

実像

虚像

光軸に平行に入った光は、レンズを通った後、（　　　　）を通る。

レンズの中心を通る光は、向きを変えずに（　　　　　　）する。

焦点を通ってレンズに入った光は、レンズを通った後、光軸に（　　　　　）に進む。

光源装置がレンズの焦点距離の2倍以上離れているとき、どんな像ができるか。

凸
レ
ン
ズ
の
は
た
ら
き

凸レンズの軸に平行な光が凸レンズを通ると、屈折して一つの点に集まる。この点のこと。

凸レンズから焦点までの距離。

光源が焦点よりも遠くにあるとき、凸レンズを通った光は実際にスクリーン上に集まって像をつくる。
この像のこと。

光源が凸レンズから焦点より近くにあるとき、実像はできない。このときできる像を何というか。

日付 1回目 日付 2回目 日付 3回目

目標時間

15分2.凸レンズのはたらき

単元3 身近な物理現象


